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猛暑日
（右の目盛り）

左右の目盛りどちらも単位は、日（全国13地点における平均で、1地点あたりの日数）

熱帯夜
（左の目盛り）

増加を続ける熱帯夜と猛暑日の年間日数 ▶2

熱帯夜（日最低気温25℃以上）も、猛暑日（日最高気温35℃以上）も
この100年ほどのあいだに明らかに増え続けている。

8位 8位 3位 3位 1位 6位 1位

2020年
8月17日

41.1℃
静岡県浜松

2020年
8月16日

40.9℃
静岡県天竜

2018年
7月23日

41.1℃
埼玉県熊谷

2018年
8月8日

41.0℃
岐阜県美濃

2018年
8月6日

41.0℃
岐阜県金山

2018年
8月23日

40.8℃
新潟県中条

2018年
7月23日

40.8℃
東京都青梅

▶3 https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/temp/an_jpn.html

こ
の
と
こ
ろ
、
毎
年
の
よ
う
に
夏
に
な
る
と
、

「
記
録
的
な
猛
暑
」
と
い
う
言
葉
を

聞
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

２
０
１
８
年
に
は
、

日
本
各
地
で
最
高
気
温
を
更
新
す
る
都
市
が

あ
い
つ
ぎ
ま
し
た
▶1
。

観
測
史
上
最
も
高
い
気
温
を
記
録
し
た
都
市
の

10
位
ま
で
を
み
て
み
る
と
、

な
ん
と
７
都
市
が
２
０
１
７
年
以
降
に

最
高
気
温
を
更
新
し
て
い
ま
す
。

暑
さ
だ
け
で
な
く
、
近
年
は
、

か
つ
て
み
ら
れ
な
か
っ
た
集
中
豪
雨
や

暴
風
雨
な
ど
に
み
ま
わ
れ
、

異
常
気
象
が
日
常
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
の
異
常
気
象
の
背
景
に
は
、

じ
わ
じ
わ
と
進
行
し
て
い
る

地
球
温
暖
化
が
あ
り
ま
す
。

地
球
温
暖
化
─
─
。

そ
れ
は
、
遠
い
未
来
や
、
ど
こ
か

よ
そ
の
国
の
出
来
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
ま
ま
さ
に
わ
た
し
た
ち
の

身
近
に
起
き
て
い
る
現
象
で
す
。

日本の年平均気温偏差の経年変化 ▶3

1991～2020年の平均値を基準値とした2020年の
偏差は+0.65℃で、最高値となった。年平均気温は、
100年あたり1.26℃の割合で上昇を続けている。
ヒートアイランドの影響がある都市部を除いた全国
15地点での観測地の平均値。日本でも地球温暖化
は明らかだ。

1991〜2020年平均からの差（℃）

▶1 https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/view/rankall.php ▶2 https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/index_extreme.html

https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/temp/an_jpn.html
https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/view/rankall.php
https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/index_extreme.html
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P.2の日本の年平均気温の上昇は、
世界的に気温が上昇している
この時期と重なる。

実測値

自然起源の
要因（火山活

動など）のみ
での推測値

気候変動への人類の取り組みは、
はじまったばかりともいえる。これから
の10年間の行動が、未来の状況を大きく
左右することになる。

下
の
グ
ラ
フ
▶4
は
、
西
暦
の
紀
元
か
ら

現
在
ま
で
の
地
球
の
年
平
均
気
温
を
示
し
た
も
の
で
す
。

１
８
５
０
年
以
前
は
復
元
し
た
古
気
象
の
デ
ー
タ
で
、

１
８
５
０
年
以
降
は
、
赤
色
の
ラ
イ
ン
が
実
測
値
、

青
色
の
ラ
イ
ン
は
、
人
為
を
排
除
し
た

自
然
界
で
の
平
均
気
温
変
化
の
推
測
値
で
す
。

こ
れ
ら
の
グ
ラ
フ
は
、
い
ま
、
地
球
で
起
き
て
い
る

温
室
効
果
ガ
ス
濃
度
の
上
昇
と
、

平
均
気
温
の
上
昇
が
、
産
業
革
命
以
降
に

も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を

明
確
に
物
語
っ
て
い
ま
す
。

世
界
66
カ
国
２
０
０
人
を
超
え
る
科
学
者
と
専
門
家
が

１
万
本
を
超
え
る
論
文
を
検
証
し
て
執
筆
し
た
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の

第
６
次
評
価
報
告
書
（
２
０
２
１
年
）
に
よ
る
と
、

人
為
的
な
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
に
よ
る

地
球
の
温
暖
化
は
「
疑
う
余
地
が
な
い
」

と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
は
い
ま
、

地
球
温
暖
化
が
進
行
す
る
た
だ
中
に
い
ま
す
。

そ
の
影
響
を
緩
和
で
き
る
か
ど
う
か
は
、

わ
た
し
た
ち
の
こ
れ
か
ら
の
10
年
の

行
動
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
す
。

長
い
歴
史
の
中
で

人
類
が
は
じ
め
て
経
験
す
る

人
為
に
よ
る
気
候
変
化

そ
れ
が
、

「
地
球
温
暖
化
」。

近代以前の
年平均気温の変動幅は、
安定していたが……

この100年ほどで
年平均気温が、
急激に上昇している。

【ことばの解説】

IPCC
1988年に国連環境計画と世界気象機関
によって設立された政府間パネルで、世
界の研究機関・研究者が協力して気候変
動に関して検証を続けている。

COP
「国連気候変動枠組み条約」の締約国によ
る意思決定のための国際会議。

古気象
樹木の年輪などからかつての気象を復元
したもの。

江戸時代

近
代
の
は
じ
ま
り

奈良時代 平安時代
鎌倉時代

安土桃山時代
戦国時代

弥生時代 飛鳥時代古墳時代

1850〜1900年の値からの差（℃）

西暦紀元　　年

産
業
革
命
➡

▶4 AR6 Climate Change 2021:The Physical Science Basis IPCC： https://www.ipcc.ch/report/ar6/wg1/#DataAccessl にもとづき改変

https://www.ipcc.ch/report/ar6/wg1/#DataAccessl
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産業部門
34.0％

工業プロセス 4.1％ エネルギー転換部門 7.5％
その他 0.3％廃棄物 3.0％

家庭部門
15.9％

運輸部門
17.7％

業務
その他部門

17.4％

温室効果ガス

太陽の光であたためられた地球表面の熱を温

室のように蓄積する役割をするガスのこと。

温室効果ガスには、二酸化炭素のほかにメタ

ンガス、一酸化二窒素、フロン類などがある。

地表面が
あたためられる。

太陽の光エネルギー

宇宙空間

地球の大気

地球表面

熱の放出

熱の放出

熱を吸収

熱を吸収

太陽

1988年に世界中の科学者が集まって
検証するIPCCが組織され、観測を
続けた結果、大気中のCO2濃度は、
2015年に0.04％を超え、気象の激
甚化、異常気象も顕著になってきた。
2021年には、CO2をはじめとする温
室効果ガス濃度の上昇に伴う地球温
暖化は、人類の経済活動によるもの
であることが、明言された。

地
球
温
暖
化
は
、

い
ま

自
分
た
ち
に

起
き
て
い
る
こ
と
。

そ
し
て
、

わ
た
し
た
ち
人
間
が

引
き
起
こ
し
て
い
る

危
機
。

ハワイ島マウナロア観測所による
大気中のCO2濃度の変化 ▶5

1958年の観測開始から現在にいたるまで、大気中
のCO2濃度は増加し続けている。グラフがジグザ
グになるのは1年の季節変化で、光合成が盛んにな
る春夏は植物が二酸化炭素を吸収・消費して濃度が
下がり、光合成が弱まる秋冬に落葉などで二酸化
炭素が排出されると濃度が上がる。2013年に観測
史上はじめて400ppmを超え、2022年12月現在で
418.95ppm。

　2020年度の日本の部門別
二酸化炭素排出量の割合 ▶6

約10億4400万トン
間接排出量

（最終的な消費での排出量）

二酸化炭素（CO2）濃度
（単位はppm）

温室効果ガスのメカニズムの解説
地球の気温が現在の生物・生態系にとってほどよい気候を
保っているのは、大気に含まれる二酸化炭素などの温室
効果ガスのおかげだ。太陽からの光エネルギーは、地表
面で熱に変わり、海や大地と大気をあたためる。温室効
果ガスのおかげで、地球の平均気温は約14℃ほどに保た
れてきたが、18世紀後半にはじまる、化石燃料をエネル

ギー源とした産業革命以降、人為による温室効
果ガスの増加が地球温暖化の最大原
因となっている。

そもそも、
地球温暖化は
なぜ起きた？

18世紀後半にはじまる産業革
命は、エネルギー革命ともいわ
れ、石炭や石油などの化石燃
料を使った技術革新で、人類
に近代文明をもたらした。反面、
それは地球規模での気候変動
の原因となる温室効果ガス排
出のはじまりでもあった。

地球温暖化が知られるきっかけ
は、1957〜1958年の国際地球
観測年からだ。ハワイのマウナ
ロア気象観測所でCO2の測定
をはじめたところ、濃度が上昇
し続けていることがわかり、や
がて、それが気候変動の原因と
なっていることがしだいに明らか
となってきた。

▶5 「Monthly Average Mauna Loa CO2」Global Monitoring Laboratory：https://gml.noaa.gov/ccgg/trends/▶6 「温室効果ガスインベントリ」：https://www.nies.go.jp/gio/aboutghg/index.html

https://gml.noaa.gov/ccgg/trends/
https://www.nies.go.jp/gio/aboutghg/index.html


ブラジルでは

世界の森林のバイオマス蓄積のおよそ
22％を占めるブラジルでは、熱帯林の土
地改変が激しく、数年にわたる乾燥と、
熱帯林の破壊を助長するブラジル大統領
の開発政策の影響で森林火災も頻発し、
森林面積も減少を続けている。

インドネシアでは

パームツリー（アブラヤシ）
をはじめとするプランテー
ション開発などの影響や違
法伐採などで、熱帯林が伐
り拓かれ、森林面積が減少
している。

アフリカ諸国では

干ばつや砂漠化の影響と、
土地開発、生活のための薪
利用などの影響で、森林面
積が減少している。
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地
球
の
温
暖
化
を
食
い
止
め
る
た
め
に
は
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
抑
制
す
る
た
め
の

技
術
革
新
を
推
し
進
め
る
と
同
時
に
、

わ
た
し
た
ち
人
類
を
は
じ
め
と
す
る

多
く
の
生
き
も
の
に
と
っ
て

と
て
も
重
要
な
役
割
を
持
つ
森
林
を
保
全
し
、

そ
の
機
能
を
維
持
さ
せ
続
け
る
こ
と
が

不
可
欠
で
す
。

そ
も
そ
も
い
ま
、
世
界
の
森
林
は
、

ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

ま
ず
は
、
世
界
の
森
林
に
つ
い
て
、

知
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

世界各国の森林面積の変化（ha/年　1990〜2015の年平均） ▶7

ここ数年間、世界の森林面積は、毎年平均約330万ヘクタール
ずつ減り続けている。地図にみるように南アメリカ、アフリカ、
東南アジア、オセアニアといった熱帯地域の森林減少が目立つ。
赤～黄色が減少、白色が変化微小、黄緑～緑色が増加。

500,000ha以上の減少

250,000〜500,000haの減少

50,000〜250,000haの減少

50,000haの減少〜50,000haの増加

50,000〜250,000haの増加

250,000〜500,000haの増加

500,000ha以上の増加

熱
帯
の
森
林
が

減
っ
て
い
る
。

そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

わ
た
し
た
ち
に

で
き
る
こ
と
は
、

な
ん
だ
ろ
う
？

アフリカ諸国

インドネシア
ブラジル

▶7 Global Forest Resources Assessment 2015, FAO：https://www.fao.org/3/i4793e/i4793e.pdf

https://www.fao.org/3/i4793e/i4793e.pdf
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日本の森林、人工林と天然林

2017年度現在で、日本の森林面積は2505万haで、
国土のおよそ7割の面積を占めている。そのうち人
工林が1020万ha、天然林が1348万ha、その他（伐

採跡地や竹林など）136万haとなっている。
※イラストはイメージ。11ページのグラフを参照。
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ふ
り
か
え
っ
て
、

わ
た
し
た
ち
が
暮
ら
す
日
本
の
森
林
は
、

い
ま
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

日
本
は
、
そ
の
国
土
の
７
割
を

森
林
が
お
お
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
森
林
の
う
ち
、

お
よ
そ
４
割
が
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
人
工
林
。

残
り
の
お
よ
そ
６
割
が
天
然
林
で
す
。

人
工
林
の
お
よ
そ
半
分
は
、

樹
齢
50
年
を
超
え
る
大
径
木
に
育
ち
、

い
ま
、
伐
採
適
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

日
本
の
森
林
面
積
は
、
こ
の
半
世
紀
ほ
ど

ほ
と
ん
ど
増
減
は
な
く
、
戦
後
に
植
林
さ
れ
て
き
た

ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
が
育
っ
た
こ
と
で
、
蓄
積
量
つ
ま
り
、

木
材
の
量
は
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

炭
素
を
吸
収
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

じ
つ
は
、
地
球
温
暖
化
を
抑
制
す
る
た
め
に

こ
れ
ら
の
森
林
が
と
て
も
大
切
な

働
き
を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
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日
本
は
、
森
の
国
。

国
土
の
７
割
を

天
然
の
森
林
と

戦
後
に
植
林
し
た

人
工
林
が

お
お
っ
て
い
る
。

そ
の
量
を
保
ち
つ
つ
、

質
や
多
様
性
を

高
め
る
に
は
、

ど
う
し
た
ら

い
い
の
だ
ろ
う
？

森林面積と森林蓄積の推移 ▶9

森林面積は、この半世紀の間ほとんど変化がないが、
戦後に植林した人工林で樹木が育ったことから蓄積量、
つまり木材は着実に増えている。この木材を利用する

流れを生みだし、再造林を行なって林業の循環を生み
だし、同時にスギやヒノキが主体の人工林を、長伐期
林や複層林、針広混交林といった多様性のある森林へ
と質を高める努力も必要とされている。

森林面積の推移 
（左の目盛りで単位は、万ha）

天
然
林

そ
の
他

人
工
林

天
然
林

森林蓄積の推移 
（右の目盛りで単位は、100万m3）

人
工
林

▶8 「世界森林資源評価 (FRA）2020 メインレポート概要」林野庁：https://www.rinya.maff.go.jp/j/kaigai/attach/pdf/index-5.pdf▶9 「森林資源の現況」林野庁：https://www.rinya.maff.go.jp/j/keikaku/genkyou/index1.html

世界3位の森林率 ▶8

日本は、OECD諸国の中では、
北欧の国々につぐ、世界第3
位の森林率を誇る。

https://www.rinya.maff.go.jp/j/kaigai/attach/pdf/index-5.pdf
https://www.rinya.maff.go.jp/j/keikaku/genkyou/index1.html
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そ
も
そ
も
森
林
に
は
、

ど
ん
な
働
き
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

森
林
は
、
木
材
を
生
産
し
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
散
策
や
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
森
林
は
、
生
物
の
多
様
性
を

保
全
す
る
本
来
の
自
然
生
態
系
と
し
て
の

だ
い
じ
な
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
森
林
に
は
、
防
災
や
水
源
か
ん
養
な
ど

暮
ら
し
を
守
っ
て
く
れ
て
い
る

大
切
な
機
能
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
い
ま
注
目
さ
れ
て
い
る
機
能
が
、

地
球
温
暖
化
か
ら
人
類
を
救
う
カ
ギ
と
な
る

二
酸
化
炭
素
の
吸
収
と
炭
素
の
蓄
積
と
い
う

大
き
な
役
割
で
す
。

樹
木
の
お
よ
そ
半
分
は
炭
素
で
で
き
て
い
ま
す
。

自
分
の
か
ら
だ
の
素
材
と
し
て
炭
素
を

利
用
す
る
た
め
に
、
樹
木
が
温
室
効
果
ガ
ス
で
あ
る

二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
て
く
れ
た
な
ら
、

そ
し
て
、
そ
の
木
材
を
生
活
に
も
っ
と
た
く
さ
ん

利
用
し
た
な
ら
、
そ
れ
だ
け
温
室
効
果
ガ
ス
を

大
気
中
か
ら
身
の
ま
わ
り
の
住
宅
や
家
具
と
し
て

貯
め
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

樹木をはじめ植物は、
二酸化炭素を吸収して
からだをつくっている。
すなわち、温室効果ガスを
貯めてくれている。

森林は、樹木や林床の植生、
それに土壌が雨水を貯めて、
流れる水の量を一定にし、
洪水を抑える働きや
水源としての役割を
担っている。

木材の生産、きのこや山菜、
薬用資源、未知の生物種の発見
ジーンバンク（遺伝子資源）

文化的な役割、
精神的な安らぎ、
免疫力を高める機能、

炭素は自然界を循環している

生物にとって、

とても大切な物質。

ふ
だ
ん
は
、

あ
ま
り
意
識
を

し
て
い
な
く
と
も
、

あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に

そ
こ
に
あ
る
森
林
が
、

わ
た
し
た
ち
の

暮
ら
し
を
支
え
る

い
ろ
い
ろ
な

機
能
を

発
揮
し
て
い
る
。

防災、防風、防砂、
防霧などの機能
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日
本
に
は
森
林
が
多
く
、

人
工
林
の
多
く
が
伐
採
適
期
を

迎
え
て
い
る
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
。

そ
う
は
い
っ
て
も
、

せ
っ
か
く
二
酸
化
炭
素
を

吸
収
し
て
く
れ
て
い
る

森
林
を
ほ
ん
と
う
に
、

伐
っ
て
し
ま
っ
て

大
丈
夫
な
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
こ
で
、
だ
い
じ
な
視
点
が

４
つ
あ
り
ま
す
。

１
つ
め
は
、
高
齢
木
よ
り
も
、

若
い
木
の
ほ
う
が
炭
素
の
吸
収
量
が

多
い
と
い
う
こ
と
▶10
。
つ
ま
り
、

伐
採
適
期
を
迎
え
た
高
齢
木
を
伐
っ
て

木
材
と
し
て
長
く
利
用
す
る
こ
と
で

炭
素
を
蓄
積
し
、

再
造
林
し
て
若
い
木
を

し
っ
か
り
育
て
る
こ
と
で
、

吸
収
量
を
増
や
す
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

木
材
を

使
う
こ
と
の
よ
さ
は

知
っ
て
い
る
け
れ
ど
、

ほ
ん
と
う
に

森
林
の
木
を

伐
る
こ
と
が
、

温
暖
化
の
抑
制
に

つ
な
が
る

の
だ
ろ
う
か
？

木が光合成でとりこむ
炭素の量

20年生前後のスギ

約3.3炭素トン

40年生前後のスギ

約2.3炭素トン

60年生前後のスギ

約1.1炭素トン 80年生前後のスギ

約0.8炭素トン

木が呼吸で吐きだす
炭素の量

1ヘクタールのスギ林が
1年に吸収する

炭素のおよその量

木の年齢 若い木 歳をとった木

木がからだに貯える
炭素の量

若い木がたくさん育つことで、大気中のより多くの二酸化炭素を
吸収してくれることになる。若い木ほ

ど　　たくさ
ん　　吸収する！

▶10 森林総合研究所：http://www.ffpri.affrc.go.jp/research/dept/22climate/kyuushuuryou/documents/page1-4-per-year.pdf

http://www.ffpri.affrc.go.jp/research/dept/22climate/kyuushuuryou/documents/page1-4-per-year.pdf
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天
然
林
広
葉
樹

ヒ
ノ
キ

ス
ギ

３
つ
め
は
、

樹
齢
50
年
を
超
え
て
、

二
酸
化
炭
素
の
吸
収
量
も

落
ち
、
木
材
と
し
て
は
、

伐
採
適
期
と
な
っ
た

大
径
木
を
し
っ
か
り

国
内
で
活
用
で
き
る

道
筋
を
つ
け
る
こ
と
。

伐
っ
て
、
木
材
を
利
用
し
、

植
え
て
、
育
て
る
流
れ
が

と
ど
こ
お
り
な
く
循
環
す
れ
ば
、

林
業
は
健
全
な
産
業
と
な
り
ま
す
。

伐
っ
て
利
用
す
る
木
材
が

多
く
な
る
と
同
時
に
、

植
林
し
て

再
造
林
し
て
い
く
こ
と
で
、

炭
素
は
確
実
に
蓄
積
さ
れ
、

吸
収
量
を

維
持
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

樹体（生体バイオマス）
15億2600万炭素トン

およそ

枯死木
1億500万炭素トン

落葉落枝（リター）
1億2300万炭素トン

土壌（0〜30cm）
17億4200万炭素トン

土壌（0〜100cm）
34億8400万炭素トン

日本の森林では、どこにどれくらいの炭素が蓄積されているのか？ ▶11

樹木のからだと土壌の表層に、多くの炭素が蓄積されている。土壌の30cm
までに地上部の1.3倍、1mまでに地上部の3倍の炭素を含んでいることになる。

２
つ
め
は
、

天
然
林
や
生
物
多
様
性
の
高
い
森
、

防
災
林
や
水
源
か
ん
養
林
な
ど

保
全
林
と
し
て
管
理
し
守
る
べ
き
森
と
、

林
業
の
た
め
に
育
て
て
き
た
人
工
林
を

区
別
す
る
こ
と
。
ど
ん
な
森
で
も

伐
っ
て
い
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

天
然
林
な
ど
で
は
、
保
護
・
保
全
す
る
こ
と
で

土
壌
を
ふ
く
め
た
森
林
生
態
系
が

本
来
持
っ
て
い
る
炭
素
蓄
積
能
力
を

し
っ
か
り
と
発
揮
し
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
人
工
林
で
は
同
時
に
木
材
と
し
て

利
用
す
る
こ
と
で
も
、
炭
素
の
蓄
積
を

維
持
し
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

天
然
林
、
人
工
林
そ
れ
ぞ
れ
の
森
林
が
も
つ

役
割
を
し
っ
か
り
と
み
き
わ
め
な
が
ら

森
林
機
能
と
木
材
生
産
を
最
大
限
か
つ

持
続
的
に
活
用
し
て
い
く

そ
う
し
た
視
点
が
だ
い
じ
で
す
。

国
産
の
木
材
を

た
く
さ
ん
使
う
こ
と
で
、

木
材
の
カ
タ
チ
で

炭
素
を
暮
ら
し
の
中
に

貯
め
お
き
、
そ
し
て

日
本
の
林
業
を
う
ま
く

ま
わ
す
こ
と
で
、

森
林
を
若
返
ら
せ
て
、

よ
り
た
く
さ
ん
の

温
室
効
果
ガ
ス
を
吸
収

で
き
る
よ
う
に
す
る
。

1年当たりの森林（幹・枝葉・根）による平均的な炭素吸収量 ▶12

炭素の吸収量は、おなじ樹種でも地域や立地環境などによってちがう。ここでは、およその平均値をだしている。

単位：炭素トン／ ha ／年

炭素吸収能力が

落ちないうちに、持続的、

循環的に利用と再造林を行う
【ことばの解説】

保護・保全
原生林などは、人為を排した
サンクチュアリとして保護する
ことで自然生態系の多様性が
保たれる。二次林の里山など
は、人が管理し保全すること
が森林の質を高める。

▶11 森林総合研究所：http://www.ffpri.affrc.go.jp/pubs/seikasenshu/2013/documents/p30-31.pdf▶12 森林総合研究所：https://www.ffpri.affrc.go.jp/research/dept/22climate/kyuushuuryou/documents/page1-4-per-year.pdf

http://www.ffpri.affrc.go.jp/pubs/seikasenshu/2013/documents/p30-31.pdf
https://www.ffpri.affrc.go.jp/research/dept/22climate/kyuushuuryou/documents/page1-4-per-year.pdf
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木
を
伐
採
し
て
、

そ
の
木
材
を

長
く

利
用
す
る
こ
と
で
、

暮
ら
し
の
場
が
、

温
室
効
果
ガ
ス
の

炭
素
を

蓄
積
す
る

貯
蔵
庫
に
な
る
！

合板や集成材をじょうずに利用する

新しい技術で強度を高めた合板や大断面の集成材な
どが開発され、広く使われ始めている。合板や集成
材は、小さな木材でもむだなく使うことができる。

最後は、バイオマス燃料として利用する

伐採や製材のときに出る残材・廃材はチップにして紙や木質
ボードに利用したり、バイオマス燃料となる。また、木材も
何度もくり返し再利用したあとは、最終的にはバイオマス燃
料として化石燃料の代替エネルギーにすることができる。

４
つ
め
は
、

木
材
と
し
て
の
利
用
を
増
や
し
て
、

暮
ら
し
の
中
に
、
木
材
と
し
て

炭
素
を
貯
め
て
い
く
こ
と
が
、

地
球
温
暖
化
か
ら
、

わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
を

守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
、
と
い
う
視
点
で
す
。

温
室
効
果
ガ
ス
を
増
や
し
て
し
ま
う
よ
う
な

材
料
で
は
な
く
、
そ
れ
を
減
ら
す
役
割
を
す
る

木
材
を
生
活
資
材
、
道
具
の
素
材
と
し
て

よ
り
多
く
使
う
こ
と
で
、
炭
素
を

木
材
と
し
て
暮
ら
し
の
中
に

貯
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

木
材
の
利
用
を
増
や
せ
ば
、
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
を
減
ら
す
こ
と
に
つ
な
が
り
、

さ
ら
に
、
木
材
と
し
て
使
い
続
け
る
か
ぎ
り
、

炭
素
は
木
材
の
中
に
貯
蔵
さ
れ
て
、

排
出
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

木
を
使
い
、
森
を
育
て
る
こ
と
が
、
す
な
わ
ち
、

わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
を

地
球
温
暖
化
か
ら
、

守
っ
て
く
れ
る
の
で
す
。
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木造建築、木の家具など
暮らしの中に
木材をとりいれる。

使っている木材が、国産材か
どうかをたしかめる。

使っている木材が、
輸入材であったとしても、
それが違法伐採でないか
どうかを確認する。

森を散策し、森に親しみ、
森を享受し、
森の機能について、
想いをめぐらす。

世界の熱帯林の
破壊につながるような
商品がどのような
由来のものかを意識し、
しっかりと消費者が
みきわめて選ぶ。

身近に行われている
植林や森林の管理作業に
参加してみる。

植林や
森林管理、
世界の緑化活動
などに募金する。

身
近
に
、

よ
り
た
く
さ
ん
の

木
材
を
使
い
続
け
る
。

そ
う
し
た
暮
ら
し
方
を

よ
り
多
く
の
人
に

広
め
る
こ
と
。

そ
れ
は
、

地
球
温
暖
化
を

抑
え
る
た
め
に

わ
た
し
た
ち
に
で
き
る

だ
い
じ
な
行
動
。

木
材
を
利
用
す
る
こ
と
は
、

心
地
い
い
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、

自
分
た
ち
の
暮
ら
し
を

守
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

ほ
ん
の
少
し
の
意
識
を

そ
こ
へ
向
け
る
こ
と
で
、

地
球
温
暖
化
を
抑
え
る
力
と
な
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
使
う
木
を
選
ぶ
こ
と
も
だ
い
じ
で
す
。

国
産
材
で
あ
る
こ
と
、

適
切
な
森
林
経
営
が
行
わ
れ
て
い
る

林
業
の
供
給
材
で
あ
る
こ
と
、

そ
う
し
た
こ
と
は
、

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
に
裏
付
け
ら
れ
た

森
林
認
証
の
マ
ー
ク
で
確
認
で
き
ま
す
。

輸
入
材
で
あ
れ
ば
、

違
法
伐
採
で
な
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
、

合
法
木
材
推
進
マ
ー
ク
の
つ
い
た
木
材
を

選
択
す
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

熱
帯
林
の
破
壊
に
つ
な
が
る
よ
う
な

植
物
油
を
使
わ
な
い
こ
と
も
、

世
界
の
森
林
を
守
る
た
め
の
大
事
な
行
動
で
す
。

【ことばの解説】

違法伐採
伐ってはいけない森林で違法に伐採され
た木材。おもに熱帯林の木材生産国で多
発し、日本でも家具や紙などの製品となっ
て流通している。消費者が木材を使うと
きは、「国産材マーク」「合法木材推進マー
ク」などで確認することができる。

森林認証制度
持続性のある森林経営や環境への配慮を
行っている森林経営体が生産した木材で
あることを第３者機関が検証して認証す
るしくみ。森林認証マークには、森林管
理協議会が管理する「FSC®認証」や、（一

社）緑の循環認証会議が管理する「SGEC/
PEFC」などがある。くわしくは、『森林と
気候変動　基礎資料集』（国土緑化推進機

構）をごらんください。

森林認証マークの
いろいろ

※ロゴマークは、各団体の許可を得て
　掲載しています。複製不可。

SGEC/PEFGジャパンFSCジャパン

（一社）全国木材組合連合会

（一社）全国木材組合連合会

緑の募金
https://www.green.or.jp/general/bokin-public/

https://www.green.or.jp/general/bokin-public/
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た
と
え
ば
、
こ
ん
な
都
市
を
想
像
し
て
み
て
下
さ
い
。

高
層
ビ
ル
か
ら
大
型
建
築
ま
で
、

あ
ら
ゆ
る
建
築
が
木
で
で
き
て
い
る
町
で
す
。

「
そ
ん
な
も
の
は
、
夢
物
語
だ
よ
」
と
思
い
ま
す
か
？

じ
つ
は
、
木
造
高
層
ビ
ル
は
す
で
に
実
用
化
が

は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。
鉄
骨
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に

ひ
け
を
と
ら
な
い
く
ら
い
の
強
度
を
木
材
に
も
た
せ
た

Ｃ
Ｌ
Ｔ
や
大
断
面
の
集
成
材
と
い
っ
た

新
し
い
木
質
材
料
が
開
発
さ
れ
、
世
界
で
は
、

木
造
高
層
ビ
ル
が
脚
光
を
あ
び
て
い
ま
す
。

ま
た
、
木
材
の
主
要
成
分
を
粉
砕
・
分
解
し
て

生
み
だ
さ
れ
た
新
し
い
木
質
新
素
材
が
、

改
質
リ
グ
ニ
ン
で
す
。

車
の
ボ
ン
ネ
ッ
ト
や
飛
行
機
の

主
翼
な
ど
も
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
金
属
に
替
わ
る
新
素
材
と
し
て

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

森
を
育
て
て
、
町
も
森
の
一
部
の
よ
う
に
木
質
化
し
、

そ
れ
ら
の
木
材
を
長
く
使
い
続
け
、
さ
ら
に
植
林
し
、

化
石
燃
料
を
抑
制
し
た
文
明
社
会
を
築
く
こ
と
で
、
10
年
後
の
暮
ら
し
を

よ
り
よ
い
も
の
へ
変
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ほ
ん
の
少
し
の
で
き
る
こ
と
か
ら
、

森
林
や
木
材
を
意
識
し
た
生
活
を
は
じ
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

地
球
温
暖
化
は
、

い
ま
自
分
た
ち
に

起
き
て
い
る
こ
と
。

だ
か
ら
、

み
ん
な
で
行
動
し
よ
う
。

森
を
育
て
る
こ
と
、

暮
ら
し
に
木
を
使
う
こ
と
は
、

自
分
た
ち
の
未
来
を

守
る
た
め
に

身
近
に
で
き
る
こ
と
の

ひ
と
つ
。

【ことばの解説】

CLT（Cross Laminated Timber）
直交集成板。おなじ向きに並べたひき板

（ラミナ）の層をその繊維方向を直交させ
ながら積層接着した厚く大きな板。ビル
を建てることもできる新しい木質材料と
して注目を集めている。

改質リグニン
木材の主要成分であるリグニンを均質で
安定したものに改質してとりだした新し
い木質素材。プラスチックの代替マテリ
アルとして利用することができる。

『森林と気候変動　基礎資料集』 『森林と気候変動　キッズ版』
（どちらも国土緑化推進機構 発行）も、あわせてごらんください。



COP27
2022（令和4）年11月6日から20日にかけて「国連
気候変動枠組条約第27回締約国会議（COP27）」
がエジプトで開催されました。パリ協定の1.5℃
目標に基づく取組の実施の重要性が確認され、
気候変動の影響を受ける途上国を支援する基金
の設立が合意されました。全体の成果文書であ
る「シャルム・エル・シェイク実施計画」等が決定
され、農林水産関連では気候変動による食糧危
機の深刻化やパリ協定の温度目標の達成に向け
た森林等の役割の内容が盛り込まれました。
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